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＜連絡事項＞
・広報・記録委員会スタッフより明日のふれあい秋祭り演芸プログラムのスケジュールが病棟に届いています。各自確認お願いします。又、秋祭りにおける各患者様のお小遣いは明日委員会スタッフが届けるとの事です。周知お願いします。
・救急カートより薬剤を使用した際は、救急カート内にある医薬品使用票に使用した薬剤と個数を記入して薬局に下ろす事を忘れないよう、再度周知お願いします。

＜入室状況＞
・玉田　たけ子様～10:10療養環境変更目的にて東Cユニット6号室→南Aユニット112号室へ転出。
・野田　敏治様～14:35療養環境変更目的にて東Bユニット3号室→西Bユニット28号室へ転出。
＜転出予定＞
・細越　勝男様～9/28南病棟へ転出予定。

・平舘　幸廣様～アルコール依存症治療プログラム第1期終了後、西病棟へ転出予定。

＜患者様連絡事項＞
・中村　みね子様～排便-3日目。便秘時のIFオーダー無し。主治医へ報告し、便秘時ピコスルファートナトリウム内用液10～15滴与薬の指示追加と1本処方して頂いている。
・佐々木　理佳様～不眠時ブロチゾラム(0.25)1Tが残2回分となっている。主治医へ報告し、10回分追加処方して頂いている。

・高柳　和子様～排便-7日目。主治医へ報告し、ケンエーG浣腸 60ml 1本処方・施行の指示となっている。
・高橋　憲一様～9/27 10:00ケアマネ来院し、本人の病棟での生活状況等状態を確認に来られている。スタッフより入院後の経過について情報提供行っている。
・見付　幸一様～本日経管栄養チューブ・バルンカテーテル交換日にて昨日主治医より指示頂いており、交換実施している。
・高橋　末吉様～本日14:00よりきどクリニック受診の為、スタッフ1名・長男様付き添いにて外出に行かれ、帰院されている。次回受診は10/18　14:30予定となる。帰院後、長男様へ介護保険の説明があるとの事でSWへ連絡し対応して頂いている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～外泊より帰院。外泊中、目立った問題行動は無かったとの事。帰院後、院内での迷惑行為が考えられる為、終日隔離再開(午前・午後1時間ずつ開放観察は継続)。施錠中はドア蹴り見られている。
・立花　圭様～時間隔離中。開放中は幻聴・妄想に関する発言は無く、自室にて過ごされている。不穏・他者トラブル無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　龍矢様～終日隔離中。食事は全量摂取。服薬拒否無し。訴え時にはドアや壁への体当たり見られている。対面時は落ち着いて対応されており、粗暴的な行動は見られない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・澤口　利香様～ここ数日希死的言動や自傷行為や拒食・拒薬等の不穏さ続いており、昨日西病棟より転入。転入時、左前腕と右頚部に掻き傷あり。疼痛の訴えや創部からの出血は無い。転入後、主治医指示にてレボトミン(25)1A筋注施行。自傷行為や拒薬・吐薬等無く、夜間良眠で経過。本日は9:40本人より希望あり、不安時ジアゼパム(5)1T内服している。昨日の夕食より拒食続いている。拒薬は無い。生理中との事で不調訴え、自室にて臥床経過。自傷行為や危険行為は無い。
・松川　順子様～食事摂取量の少なさは依然として続いている(介入にも拒否・抵抗強く、各食メイバランスミニ・ラクフィア1本ずつとお茶等の水分摂取のみ)。点滴は安全管理の為、身体拘束実施しつつ、施行しており、自己抜去等のトラブルは無い。
・袴田　将志様～表情硬く、来詰・話し掛け頻回で訴えの内容も滅裂。特定男性患者様への話し掛け多く、詰め寄られる場面もあり、介入要している。介入にて特定男性患者様の方から距離をとって頂いている為、トラブルには至っていないが、引き続き見守り・必要時介入行っていく。
・相馬　富久様～昨日から排便に執着した訴えが聞かれ、ビオスリー処方となっている事を都度説明し、了解されている。夜間は良眠。食事・服薬も問題無く行えている。
・久保　興介様～特定男性患者様に対し、挑発する・タックルする等の問題行動あり。又、介入に対しても時折暴言を吐く等不穏さあり、昨日西病棟より転入。転入後も落ち着き無く来詰・スタッフへの話し掛け頻回で深夜帯でも嗜好品に関する訴え等聞かれ、表情の硬さあり。再三説明にて渋々了解はされている。日勤帯でも詰所付近をウロウロとし、時折来詰してはスタッフへの話し掛けの多さ・ムーンウォークやダンスをする等の不審な行動見られている。嗜好品に関する訴え聞かれ、再三説明にも了解悪さあり。食事・服薬の拒否は無い。
・中村　みね子様～各食エプリッチが出ているが、本日は摂取出来ていない状態。点滴はトラブル無くキープしている。疎通の不良さは持続。
・吹越　冨三様～昨日入院。入院後、昼・夕食は再三促しにも拒否・抵抗見られ、不食。又、昼食時の内服薬も拒否あり、拒薬。夕食後薬は時間掛け、促し似て内服している。ホール内徘徊・他室侵入あり、介入要していた。夜間は良眠。本日は食事配膳にて自力で全量摂取され、服薬も拒否は無い。表情の硬さは続いており、時にユニットのドアを開けようとガタガタ揺らす事あり。
・高橋　末吉様～バイタル異常・酸素飽和度低下無し(酸素2L継続)。
・上野　正志様～昨日38.6℃迄の発熱あるが、本日は解熱している。酸素3L継続にて酸素飽和度低下は無い。介助への拒否・抵抗は一時的に見られている。点滴トラブル無く施行。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・和田　昌様～歩行時ふらつき強い為、朝夕食後のハロペリドール（3）2Tを（1.5）2Tへと10/2（水）定期より変更。
・田村　真紀子様～処方同内容にて継続。妄想に関連する訴えあるが過度ではない。又、本人より感冒症状訴え聞かれ、風邪薬希望あり。PL配合顆粒(1)3P　3×毎食後　3日分(9/27夕～服用開始)処方となる。
・藤井　崇史様～やや多弁さあり。他者からケンカを売られるとの被害的な発言あるが「喧嘩はしません。」と話す。処方同内容にて継続。陰嚢部の掻痒感訴え、デルモゾールDP軟膏処方となる。
・中居　松男様～気分高揚さ、介助に対する拒否あること伝えている。増薬によるふらつき強い為、増薬はせず不穏時頓服にて対応するようにとの事。排便-6日目にてケンエーG浣腸　60ml　1本処方・施行の指示あり。
・野田　敏治様～夜間睡眠ムラがある事報告している。増薬はせず持参薬は継続。頓服で対応するようにとの事。
・河原木　泰志様～特変無し。処方同内容にて継続。
